
                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
                                  

Taxpayer’s Day 2012 
（ 納税者の日 2012 ）  

 5月 27日（日）15～17時＠グランドヒル市ヶ谷 

 

 
Taxpayer’s Day 2012（納税者の日）シンポジウム 

 
日時：5月 27日（日）15:00～17:00 
場所：グランドヒル市ヶ谷（JR市ヶ谷駅徒歩 3分） 
会費：2000円（会場代・資料代） 
主催：Taxpayer’s Day 2012実行委員会 
共催：日本税制改革協議会、公会計研究所、東京茶会 

 

「納税者の日の意義について」(15:00～15:20) 

内山 優 日本税制改革協議会（Japanese for Tax Reform）会長 

米国保守系シンクタンク Heritage Foundation（ヘリテージ財団）が発刊する  POLICY 

EXPERT(2005-06)に掲載されている唯一の日本人。2007 年世界的な自由主義団体である Atlas 

Foundation （アトラス財団）の Templeton Freedom Awards Grant 受賞し、世界的に自由主義の

伝道者として認められる。片山善博元総務大臣（前・鳥取県知事）や福嶋浩彦消費者庁長官（前・

千葉県我孫子市長）などを招聘した議員向け勉強会や「自治体財政研究会」などを開催している。 

「Open Taxpayer’s Eye!」(15:20～16:10) 

吉田 寛 千葉商科大学大学院教授 公会計研究所所長 

千葉商科大学大学院会計ファイナンス研究科教授。日本における「納税者の日」を算出する公会

計研究所代表。専門は公会計、主著は『増補改訂版 公会計の理論』（東洋経済新報社 2009）、『新

公会計制度のための複式簿記入門』（学陽書房 2009）、『環境会計の理論』 （東洋経済新報社 2011 )。 

 

 

2012年の Taxpayer’s Day（納税者の日）は 5月 26日です。この日付は 1月 1日から 5月 26日まで、平均

的な日本人が税金を払うために働いており、5月 27日からが自分自身の生活のために働いていることを意味

しています。「これほどの税負担を行う必要があるのか」という納税者意識を啓発するため、世界的な自由主

義の運動家・学識経験者として認められているプレゼンテーターによるシンポジウムを開催いたします。シ

ンポジウムへの一人でも多くの国民の参加を通じて、日本に真の国民主権を確立する日に近づきましょう。 

「Freedom and People’s  right movement in 21st century （21世紀の自由民権運動）」

(16:10～17:00) 

渡瀬 裕哉 東京茶会事務局長 早稲田大学招聘研究員 

日本版ティーパーティー「東京茶会」事務局長。世界規模の Tea Party event である Worldwide Tea 

Party 2012実行委員。2007年宮崎県知事選挙において東国原英夫前宮崎県知事のブレーンを務め

る。TV東京、朝日新聞、夕刊フジなどのメディア出演実績多数。 

 


